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愛知ブランドとは

ものづくり王国と言われる愛知県では、県内製造業の実力
を広く国内外にアピールし、愛知のものづくりを世界的ブ
ランドへと展開するため、県内の優れたものづくり企業を
「愛知ブランド企業」として認定しております。
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アジアクリエイト㈱とは

「安全体感装置」という労働災害に対して
注意を⾏う装置を開発、販売している企業。

⾃社ブランド（ACSEL)のもと開発
愛知ブランド企業にも認定されている。

取引先から
「この危険に対する予防学習装置が欲しい」
との要望のもと独⾃で考案、開発をすること
も多いオリジナリティに溢れた企業である。
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訪問から感じたこと

⼀⾔でいうと「変わった会社だな」と感じた。

ただし、⾃社製品の開発に積極的であり
独⾃で企画、研究、開発まで⾏っている所が
おもしろい所でした。

また、製品開発以外にもキャラクターを使⽤し
た漫画や映像も⼿掛けている所も印象的。
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会社の⾯⽩さをアピールしたい
独創性のある社⾵ 次々と⽣み出されるオリジナル製品

テーマ

若者⽂化 カラフル
⼦供っぽさ

オリジナリティ
マンガ等

⼿掛ける⾃社開発等
社員⾏事等
冊⼦の⾒た⽬

研究の⽬的
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マンガから知る アジアクリエイト

絵で⾒る労災シリーズから似せたパンフレット

・怖い労災をあえて漫画で伝えやすくするスタイルから
会社のことを他に知ってもらう際にも
このキャラクターを活⽤したい。

・⼀⾒説明⽤のパンフレットには⾒えないが
マンガのエピソードから共通の危険性をもつ装置が紹介される
就活⽣やその他の⽅にも楽しんで⾒てもらえるものにしたい

制作物について

原作
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制作スケジュール

６⽉ ７⽉

初回顔合わせ 第１回訪問 第２回訪問 第３回訪問 制作 修正など

８〜１０⽉ 〜１２⽉ １⽉

マンガアンケート
11⽉

本アンケート
12⽉〜１⽉

６
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初回訪問では

６⽉ー７⽉ 顔合わせ、初回訪問

発表内容：SNSを活⽤した２種類のコンテンツ⽐較と今年のインターンへのPR

課題として…
・企業秘密の為、社内を遊び場のようには公開できない
・インターンを今年中に⾏う予定はない（現在も未定）
・炎上の危険性（製造業全体へのイメージダウンにもつながる）

要素全体を通して
インターンや
会社のPRへつなげる
予定であった。

⽇常編

就活編

この時点で、
マンガを活⽤する案
が決まっていた。

社内を使⽤した
モデル活動

⾃分のSNSアカウント

伸び率の
⽐較

７
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制作過程１

８⽉ ２回⽬訪問

打ち合わせ内容：先⽅の持つ漫画キャラクターを活⽤したパンフレットを制作する点の相談

課題として…
・２種類のコンテンツ⽐較（伸び率）はできなくなった。代替案を必要とする

原作

労働災害についてのマンガ

⽇常編 就活編
事故は事故でも家庭内で起きた事や
就活中に置きたことへ変換

８
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制作過程１.５

この話に決まった理由

⽇常編 就活編
完全オリジナル
⾃分の⾝の回りであった
実際の出来事

・⼀般統計的にはありえないことでも世の中で
実は体験している⼈を知ることができる

・体験していない⼈にとっても新たな発⾒や
体験などにもつながる

あるあるな
話から引⽤

労災は⼀般の⼈には
わかりにくい

ありきたりすぎる
話になる
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制作過程２

10⽉ ３回⽬訪問

打ち合わせ内容：パンフレットの構成とデザイン案の共有（ラフ）
代替案の漫画アンケートの施策
会社説明ページに乗せる内容について相談
（会社の良い所、若⼿社員など）

課題として…
・漫画しか検証できない点。パンフレットの効果検証ができない。

集計期間11⽉初旬 30票⽬標

マンガの評判を伺うためのアンケート

１０
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制作過程３

12⽉下旬までに冊⼦を９割完成させる
同時期にラフの段階で本アンケートを開始

全１２ページ構成

~７ページ：マンガ
〜１２：会社紹介
（どんな会社か、強み、募集要項等）
・ブランド
・⾃社製品について
・有給取得率など

新⼈さんの紹介
・これからやりたいこと

研修無償招待券

冊⼦の評判を伺うためのアンケート
どのページに興味を持たれているのか

調べる
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制作過程４

冊⼦の最終調整（１２⽉下旬〜１⽉）

・ご要望に上がった
【原作との差別化】から

表紙の⾊を春らしい
桜⾊へ変更する

・【訴求⼒の強化】から

「就活⽣必読」や⼤きな吹き
出しなどを設ける

←キャラクター名を追加

などの細かい修正や追加を中⼼に
進めました。

・吹き出しを雲の形へ変える
・チケットを⽬に付きやすい⾊で囲う

旧 新

１２
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冊⼦について
表紙 裏表紙

「就活⽣必読！」
や⽬⽴つ吹き出しを
使い訴求⼒を⾼める

チケットも同様に
⽬⽴つ⾒た⽬に

１３
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冊⼦について
1ページ ２ページ

事故に関連する
要素を持つ装置
の紹介

この場合は刃物
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冊⼦について
３ページ ４ページ

１５
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冊⼦について
5ページ ６ページ

原作のマンガ
「⼀瞬の出来事
でした。」
もあることを紹介

就活であったきけん
な話は、
現在、原作のマンガ
を作られている
⽵之下様が作画。
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冊⼦について
７ページ ８ページ

会社の説明部分は
硬いイメージを避ける
ために⼝語調に

かつ、統⼀感のある
デザインに起こし
読みやすく。

グラフなどを活⽤し
より⾒やすくする。

１７
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冊⼦について
９ページ １０ページ

こちらも硬いイメージ
にならず⼝語調に 実際に就活を経験

した上での感想を
踏まえメッセージ
にしました。

次の就活⽣たちへ
の励みになれれば
と掲載。
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調査資料（アンケート結果）

１：マンガのみのアンケート結果
２：冊⼦を通したアンケート結果



漫画のアンケート結果

漫画のアンケート結果です
⽬標３０票 全３３票
「①楽しめる要素であるか」「②危ないことであると理解できているか」
「③どの要素に注⽬されているか」「④極端に現実からずれていないか」

事故の内容
オチ

① ② ③ ④

集計⽅法
・学内の友⼈や知⼈から
・twitterなどのSNS上で回答の呼びかけ

★ ★ ★ ★
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回答者の要素

回答者の要素
・男性が中⼼
・職業は学⽣、情報、製造が多い
その他経営者から無職まで広く取得できた

２０
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就活編のアンケート結果

質問事項４番（次ページ）
と照らし合わせると、より「あ
るある」と思われる内容は、印
象にも残りやすい
ようだ。

1６

９
８

★

２１
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就活編のアンケート結果

１名「あるあると感じなかった」
を選択。１００％を獲得することができな
かったが、９割は「あるある」と感じている
為、現実から乖離しすぎているということは
ないようだ。

あるあると感

ただ、その殆どが「書き終わったら」、つまり
「履歴書の失敗」をテーマにした漫画に選択し
ている為、これが⼀番体験談としては多いと⾔
える。２⼈「事故⼨前」に投票している点が私
はおもしろい結果だと感じている。
少なからず、全国どこかに同じような経験を
している⼈が居るかもしれないという点だ。

10

1

10

12

7
2

24

★

２２
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就活編のアンケート結果

もし⾃分が同じ状況に陥った

1２

1９
２

読者へのインパクトとしては
「⾯接に・・・」と「事故⼨前」が⼤きいと
考えられる。

★
次回から気をつけように票数がしっかり
⼊っているため
「危ないことだと理解されている」と
考えられる。

２３
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就活編のアンケート結果

ほとんどが「気をつけようと思った」
に回答しており、注意喚起⽤としての漫画として
使⽤することができる。
ただし（〇〇な場⾯に注意しよう）などの解説は
必須。

1１

３

1９

★

２４
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⽇常編のアンケート結果

1５
５

1３

就活編に⽐べて、「事故の内容」への票が
多くなった。

★
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⽇常編のアンケート結果
あるあると感

「あるあると感じなかった」に１０票⼊っている。
全体的に⾒れば少しでも感じる⽅のが多いが、
就活編より現実とのズレが⽣じている。

が、質問事項⑤であるあると感じにくかった
「コンセント」と「バランスボール」に
「遭遇したくない」の票が多く、コメントを含めると
読者へのインパクトや新体験は⼤きいのではないか
と考えた。

１０８

８ ７

６

５

２２

２６
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⽇常編のアンケート結果
あるあると感

もし⾃分が同じ状況に陥った

読者へのインパクトとしては
「コンセント」と「バランスボール」が⼤きいと
考えられる。

★

１３

１３ ７

次回から気をつけように票数がしっかり
⼊っているため
「危ないことだと理解されている」と
考えられる。
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⽇常編のアンケート結果

ほとんどが「気をつけようと思った」
に回答しており、注意喚起⽤としての漫画として
使⽤することができる。
ただし（〇〇な場⾯に注意しよう）などの解説は
必須。

★ １２

１７

３

２８
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全編を通しての印象アンケート結果

全体の印象を通すと
シンプルをトップに、「親しみやすい」
「かわいい」「おもしろい」に票が
多く、楽しめるコンテンツとしては
好印象であったと⾔いたい。★

★

★
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全編を通しての印象アンケート結果

★

★

★

★

★
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調査資料（アンケート結果）

１：マンガのみのアンケート結果

２：冊⼦を通したアンケート結果



冊⼦のアンケート結果

冊⼦のアンケート結果です
⽬標３０票 全３０票
冊⼦に実際に⽬を通してもらい「どのページに興味を持たれるか」を調べます。

⼀位 ⼆位 三位

集計⽅法
・学内の友⼈や知⼈から
・twitterなどのSNS上で回答の呼びかけ

就活であった
きけんな話

⽇常であった
きけんな話 表紙

３１
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回答者の要素

第⼆回⽬のアンケートは男⼥ともに半数近くとなり
前回に⽐べ学⽣中⼼に票を取得できた。１２

１４

４

２０

３２
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回答者の要素

５

５
４

８

３

３

うち学⽣の内訳は
⾼校⽣・中学⽣が５票
⼤学４年が５票
⼤学３年が４票
の順に続いた。

学部の内訳は
⽂系が８票
理系が３票
デザイン系が３票

３３

⼤学連携広報活動

××



冊⼦のアンケート結果

３４
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冊⼦のアンケート結果

３５
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冊⼦のアンケート結果

３６
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冊⼦のアンケート結果

３７
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冊⼦のアンケート結果

３８
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冊⼦のアンケート結果

表紙, 1

⽇常マンガ, 3

就活マンガ, 4

会社のいいところ, 1

若⼿社員, 1

就活⽣へのメッセージ, 0

募集要項, 2

裏表紙（チケット）, 0

⼤学４年⽣が興味を持ったページ（全５⼈：⼀⼈３票まで）

表紙 ⽇常マンガ 就活マンガ 会社のいいところ 若⼿社員 就活⽣へのメッセージ 募集要項 裏表紙（チケット）

３９
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冊⼦のアンケート結果

表紙, 0

⽇常マンガ, 3

就活マンガ, 3

会社のいいところ, 1

若⼿社員, 0

就活⽣へのメッセージ, 1

募集要項, 1

裏表紙（チケット）, 1

⼤学３年⽣の興味を持ったページ（全４⼈：⼀⼈３票まで）

表紙 ⽇常マンガ 就活マンガ 会社のいいところ 若⼿社員 就活⽣へのメッセージ 募集要項 裏表紙（チケット）

４０
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冊⼦のアンケート結果

表紙, 5

⽇常マンガ, 1

就活マンガ, 2会社のいいところ, 1

若⼿社員, 0

就活⽣へのメッセージ, 3

募集要項, 3

裏表紙（チケット）, 0

⾼校⽣・中学⽣の興味を持ったページ（全５⼈：⼀⼈３票まで）

表紙 ⽇常マンガ 就活マンガ 会社のいいところ

若⼿社員 就活⽣へのメッセージ 募集要項 裏表紙（チケット）

サンプルの多い⼤学４年、３年、⾼校⽣（中学⽣含む）
のみでページ分析をした所
やはり２種類のマンガは⼤きな影響を及ぼしている。

が、⾼校⽣（中学⽣含む）のデータのみ⼤学⽣と逆転
した結果となった。

これは、まだ就活に本格的になっていない年代である
事から、マンガよりも就活に役⽴つ情報のが興味を
⽰すのか

⾼校⽣ぐらいの年代だと、その他有名なマンガに慣
れ親しむ時間の多い年代とも⾔えるため
あまり興味を持たれなかった結果とも考えました。
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冊⼦のアンケート結果

表紙, 2

⽇常マンガ, 4

就活マンガ, 5

会社のいいところ, 3

若⼿社員, 1

就活⽣へのメッセージ, 2

募集要項, 3

裏表紙（チケット）, 2

⽂系学⽣が興味を持ったページ（全８⼈：⼀⼈３票まで）

表紙 ⽇常マンガ 就活マンガ 会社のいいところ

若⼿社員 就活⽣へのメッセージ 募集要項 裏表紙（チケット）

技術系企業であるアジアクリエイト㈱とは
無縁に近い⽂系学⽣でも票を⾒てみた。

こちらでもマンガの票数のが多いが
コメントを踏まえて⾒ると、以外にも興味を
持って頂けているように思える。

会社の就活に必要な情報が分かるから

マンガだとイメージしやすく、⾒やすかったので。冊⼦を
⾒て安全体感について興味を持ったため"

【⽂系学⽣からのコメント】

４２
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アンケートの上での＋α

安全体感研修センターに興味を持った⼈が⾮常に低い
→冊⼦を⼿にとって読むだけでは興味を持たれにくい
→もしくは、⾒にくく気づきにくい

その為、使⽤を想定している企業説明会にて
「〜なことやってます！！」と⼝頭でのアピールが必要

体験内容はアジアクリエイト㈱様が今後作成するため
どのように使われるか楽しみである。

４３
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冊⼦のさらなる改善案

権利上の観点を考慮し、今回は掲載しなかった。

可能であれば取引先のロゴなども載ると
より、ひと⽬でどこと取引しているかがわかりやすくなる
と考えています。

４４
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××



冊⼦のさらなる改善案

昨今のコロナウイルスの状況もあり、マスクを外しての
撮影が不可であった点。

状況が落ち着いた後に
マスクを外したバージョンの写真に切り替えることも
表情がよりわかるようになって良いと考えています。

４５

⼤学連携広報活動

××



企業からのコメント

アジアクリエイト㈱ 佐藤様

全体としてマンガだと「わかりやすい」「⾒やすい」といった感想が多いと感じます。
⽂字の羅列よりもいかに絵で表現したほうが良いかという事が明確になったと思います

（逆をみれば、その是⾮は別にしても⽂字を読まなくなっているという時代の表れでしょうか）

”絵で⾒る労災”シリーズも我々の想像以上に販売冊数を伸ばしている事からみても、これからのプレ
ゼンテーションの在り⽅の⼀つは「絵（マンガ）」がキーワードである事、更に⾔えば絵にするにし
てもあまり凝ったものではなくシンプル性が今の時代に合っているのかなと推察しています。

本誌を使っての採⽤活動は今からですが、どのような結果が出るのか楽しみです。

４６

⼤学連携広報活動

××



さいごに

佐藤様からのコメントの通り
票数などをみてもマンガの票が多く、絵で表現することの重要性を学びました。
それ故、⽂字に触れる⼈が少なくなっていく場合に備えて、今後社会に出て資料などを作成する時
にはイラストなども使ってみてより伝えやすい⼯夫をしていきたいと思いました。

この⼀年を通して初の印刷物の作成を⾏い、様々なことを経験できたと思っています。
私は、ある分野で⾃分で作成した印刷物を出版する夢を持っています。そのため
この⼀年は、そのときに活かせられたらと考えています。

最後に、作成した「マンガから知る、アジアクリエイト」によって
アジアクリエイト㈱に少しでも興味を持って頂ける学⽣が増えることを願っています。

４７

⼤学連携広報活動

××


